
 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、家族がそろって食事をする「共食」の機会が減り、食生活も多様化しています。一人
で食事をする「孤食」や、同じ食卓に集まっていても、家族がそれぞれ別々のものを食べる
「個食」ばかりになっていませんか? 

共食と食育 
みんなで一緒に食卓を囲んで、共に食べることを「共食(きょうしょく)」と言います。 

子供がいる家庭では、食事のマナー、栄養のバランスを考えて食べる習慣や食べ物や食
文化を大事にする気持ちなどを、子供に伝える良い機会にもなります。一方、家庭での共
食が難しい子供たちには、子供食堂などの共食の機会を提供する取組も増えており、食
育の場としても期待されます。 

共食をするとこんないいこと 
共食をすることは、 
 ①自分が健康だと感じていることと関係しています。 
 ②健康な食生活と関係しています。 
 ③規則正しい食生活と関係しています。 
 ④生活リズムと関係しています。 

共食には、一緒に料理を作ったり、会話を楽しむことも含まれます。 

いただきます 
元気ながさき おいしか県 

 

びわ太郎 令和 8年 

月号 
（90号） 

食の安全と食育に関する情報提供 
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誰かと一緒に食べていますか？ 

食育ピクトグラムは、食育の取組をこどもから大人まで誰にでもわかりやすく発信するため、表現を単純化
した絵文字であるピクトグラムを作成し、多くの人に使用していただくことを目的として農林水産省が制作
しました。食育の取組についての情報発信する際に自由にお使いいただけます。 

 出典 : 農林水産省ウェブサイト  
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地域の活動報告 

活動内容 
 
 令和 7年 5月法人内障害者施設にて、養殖している鯛への餌やり体験を実施
しました。 
 クッキング当日は、実際に使用する鯛を捌く様子を見学し、魚が食材になるま
での過程を学びました。調理では、鯛を使った「魚のちゃんちゃん焼き」と、秋が
旬の食材である栗を使用した「栗ごはん」を作りました。 
 

子どもたちの様子・成果 
 
 餌やり体験からクッキングまでを通して、自分たちが関わった魚を食べること
に興味や愛着を持つ姿が見られました。 
 また、食材がどこから来て、どのように調理されて食卓に並ぶのかを知ること
で、食べ物への感謝の気持ちが育まれました。 
 

まとめ 
 
 今回の食育活動は、育てる体験から調理、そして食べることまでを一貫して経
験できる貴重な機会となりました。今後も、子どもたちが食に対して主体的に関
われる活動を継続していきたいと考えます。 

社会福祉法人八幡会 八幡保育園（雲仙市） 
～餌やりした鯛を使ってのクッキング～ 

実施日時：令和 7年 9月 22日（月） 

参加者：園児 19名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の活動報告 

雲仙市立南串第二小学校 （雲仙市） 
～お魚料理教室 5年生～ 

実施日時：令和 7年 12月 19日（金） 

参加者：児童 13名 保護者 13名 担任 1名 
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活動内容 

雲仙市南串山町の地域産業について理解を深める学習の一環として、本校 5
年生を対象に「お魚料理教室」を実施しました。 
地元の漁業士会および橘湾東部漁協南串山青年部の方々を講師として招き、親
子でヤズ（小さめのブリ）を 1人 1尾さばき、調理を行いました。 
魚を三枚におろした後、班ごとに協力しながら、あら汁・フライ・照り焼きを調理し
て試食しました。 
 

子どもたちの様子・成果 

魚をさばくことが初めての児童が多く、最初は不安そうに包丁を使っていた
が、活動を通して正しいさばき方を学び、最終的には自分で三枚におろすことが
できるようになりました。 
 また、親子で協力して調理することで、家庭や地域とのつながりを実感する良い
機会となり、地元で水揚げされる魚を実際に扱うことで、南串山町の水産業や食
文化への理解と関心が高まったように思います。 
 

まとめ 

今回の活動を通して、地域の産業を「知識」だけでなく「体験」を通して学ぶこと
ができ、命をいただくことの大切さや、地元の食材の魅力を実感する貴重な学習
となり、今後の生活や家庭での食への意識にもつながることが期待されます。 
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 出典 : 農林水産省ウェブサイト  
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資料提供：長崎県国保・健康増進課 
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長崎県食品安全・消費生活課 
《送り先》〒850－8570 長崎市尾上町 3-1 

                  《電 話》095-895-2366   

《メールアドレス》s160701@pref.nagasaki.lg.jp 

Instagram 

食品の安全・安心対策及び食育推進関係の情報を食育  

キャラクターの「びわ太郎・こびわ」と共に発信します。 

「フォロー」よろしくお願いします。 

  ⇒https://www.instagram.com/shokuhinanzensyouhi/ 

 

 

インスタグラム・X配信中 

URL https://forms.office.com/r/w1rcRbcQZY 

「びわ太郎食育通信」のお知らせメールアドレスをご登録お願いします。 

毎月発行「びわ太郎食育通信」について 

長崎県内の企業・団体等の皆さまへ 
 県では「長崎食育推進ネットワーク」を立ち上げ、多様な関係者と連携・協働する 

ことで、食育の推進体制を強化し、食育活動をさらなる県民運動として展開して 

まいります。 

ネットワークの詳しい内容や入会方法については、 

ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

長崎県食育推進ネットワーク会員一覧は、こちら→ 

会員数  56 （2月 15日時点） 

長崎県食育推進ネットワーク会員募集中 

file://///divfs/所属用ファイルサーバ/16070/06%20食育・食品安全推進班/☆10食育・びわ太郎通信・フェイスブック・X・広報/■びわ太郎食育通信作成関係/★びわ太郎食育通信（作成分）/s160701@pref.nagasaki.lg.jp
https://www.instagram.com/shokuhinanzensyouhi/
https://www.pref.nagasaki.jp/shokuhin/
https://forms.office.com/r/w1rcRbcQZY
https://www.pref.nagasaki.jp/shokuhin/shokuiku/torikumi/detail.php?id=250
https://www.pref.nagasaki.jp/shokuhin/shokuiku/torikumi/list.php?ct_id=47
https://www.pref.nagasaki.jp/shokuhin/shokuiku/torikumi/list.php?ct_id=47

